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【
特
集
二
】

「
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
連
座
の
阿
蘭
陀
通
詞
、稲
部
市
五
郎
の
新
出
史
料
」

�

趣
旨
説
明

�

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所

特
集
二
「
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
連
座
の
阿
蘭
陀
通
詞
、
稲
部
市
五
郎
の
新
出
史

料
」
は
、
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
が
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
二
月
に
取
得

し
た
「
阿
蘭
陀
小
通
詞
末
席
稲
部
市
五
郎
病
死
ニ
付
死
骸
御
見
分
取
扱
控
」
を

用
い
た
、
調
査
研
究
活
動
の
成
果
公
開
を
主
な
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

本
特
集
の
主
人
公
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
阿
蘭
陀
通
詞
の
稲
部
市
五
郎

と
い
う
人
物
は
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
発
覚
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件

の
際
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
日
本
地
図
を
受
け
渡
し
た
罪
を
問
わ
れ
、
上
野
国
七
日

市
藩
（
現
在
の
群
馬
県
富
岡
市
）
に
て
永
牢
（
生
涯
牢
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る

こ
と
）
の
身
と
な
り
ま
し
た
。

稲
部
は
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
、
七
日
市
で
病
を
得
て
、
五
五
年
の

生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
死
後
、
大
正
年
間
に
至
っ
て
、
群
馬
県

医
師
会
を
中
心
と
し
た
、
群
馬
県
内
で
の
顕
彰
活
動
が
行
わ
れ
、
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
に
は
、
稲
部
に
関
連
す
る
史
跡
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
葉
書
の

出
版
や
、
稲
部
が
永
牢
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
跡
地
に
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
る
な

ど
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
阿
蘭
陀
通
詞
と
し
て
の
深
い
学
識
を
評
価
さ
れ
る
と
と
も

に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
お
い
て
日
本
地
図
受
け
渡
し
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
も

な
っ
た
稲
部
市
五
郎
で
す
が
、
彼
の
生
い
立
ち
や
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
前
後
の
動

向
、そ
し
て
七
日
市
藩
で
の
永
牢
か
ら
死
去
に
至
る
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
史
料
上
の
制
約
も
あ
っ
て
、
詳
し
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
で
は
、
稲
部
に
関
す
る
新
出
史
料
の
取

得
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
昨
年
一
月
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
研
究
員

の
イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・
フ
ァ
ン
ダ
ー
レ
ン
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
群
馬
県
内

で
の
文
献
史
料
調
査
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
調
査
対
象
と
し
た
七
日
市
藩
政
史
料
や
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記

の
中
か
ら
、
稲
部
市
五
郎
及
び
彼
の
周
辺
人
物
に
関
連
す
る
記
述
を
複
数
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
調
査
研
究
で
得
た
結
果
は
、
本
特
集
の

中
に
お
い
て
も
重
要
な
要
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
特
集
の
内
容
構
成
と
し
て
は
、
①
イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・
フ
ァ
ン
ダ
ー
レ
ン

先
生
に
よ
る
論
文
「
阿
蘭
陀
通
詞
稲
部
市
五
郎
に
つ
い
て
」、
②
研
究
所
職
員

の
藤
本
に
よ
る
史
料
紹
介
「
阿
蘭
陀
小
通
詞
末
席
稲
部
市
五
郎
病
死
ニ
付
死
骸

御
見
分
取
扱
控
」、
③
「
附
録
」
と
し
て
、
二
人
の
執
筆
に
よ
る
稲
部
市
五
郎

関
連
史
料
の
翻
刻
文
、
以
上
の
三
部
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
で
は
、
今
回
新
た
に
確
認
さ
れ
た
史
料
や
研
究
成
果

が
、稲
部
市
五
郎
個
人
の
研
究
に
寄
与
す
る
の
み
な
ら
ず
、阿
蘭
陀
通
詞
や
シ
ー

ボ
ル
ト
事
件
に
関
す
る
研
究
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
長
崎
学
及
び
洋

学
史
研
究
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
特
集
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
研
究
論
文
の
寄

稿
に
加
え
、
群
馬
県
内
で
の
史
料
調
査
に
も
同
行
い
た
だ
い
た
イ
サ
ベ
ル
・
田

中
・
フ
ァ
ン
ダ
ー
レ
ン
先
生
、
稲
部
市
五
郎
の
墓
石
調
査
を
快
諾
い
た
だ
い
た

天
台
宗
蛇
宮
山
金
剛
院
の
榎
本
晃
英
住
職
、
関
連
史
料
及
び
文
献
の
情
報
提
供

を
い
た
だ
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
の
織
田
毅
館
長
、
関
連
史
料
の
調
査
対
象

施
設
で
あ
る
群
馬
県
立
文
書
館
な
ど
、
多
く
の
方
か
ら
お
力
添
え
を
た
ま
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【和蘭通詞肥州長崎稲部市五郎種昌之墓】
（群馬県富岡市、天台宗金剛院境内）

【稲部種昌先生碑】
（群馬県富岡市、稲部市五郎永牢跡地）

【天台宗金剛院】
（群馬県富岡市、右端下の石柱には「稲部先生ノ墓」と刻まれている）


